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一一県
と
水
戸
市
は
２９
日
、
男
女

９
人
が
新
た
に
新
型

コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
感
染
し
た
と
発
表
し

た
。
い
ず
れ
も
軽
症
と
い
う
。

県
内
の
感
染
者
は
２
６
８
人

（死
者
１０
人
）
と
な

っ
た
。

水
戸
市
は
同
日
、
２７
日
と
２８

日
に
市
内
の
飲
食
店
の
従
業
員

男
女
３
人
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ヘ
の
感
染
が
確
認
さ
れ
た

こ
と
を
受
け
て
店
名
を
公
表
し

た
。
店
舗
は
、
同
市
泉
町
３
丁

目
の
キ
ャ
バ
ク
ラ

「
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ

Ｗ
ａ
ｙ
ｎ
ｅ

（ク
ラ
ブ
　
ウ

ェ
イ
ン
）
」
。
市
は
、
感
染
者

の
行
動
歴
や
濃
厚
接
触
者

の

調
査
を
進
め
、
１
～
郷
日
に
同

店
を
利
用
し
、
発
熱
な
ど
の
体

る
。ま

た
市
は
同
店

の
２０
代

性
従
業
員
と
、
東
京
都
内
に

月
帰
省
し
た
２０
代
の

性
の
感
染
も
確
認
さ
れ
た

表
し
た
。

県
が
公
表
し
た
残
り
７
人

感
染
者
の
う
ち
、
２
人
は

ち
な
か
市
の
３０
代

と

社
員
男
性
で
、
愛
知
県
内
で

研
修
に
参
加
し
て
い
た
。
こ

研
修
に
参
加
し
て
い
た
県
内

男
女
２
人
と
県
外
２
人

が
判
明
し
て
い
る
。

ほ
か
は
、
２７
日
に

表
さ
れ
た
常
総
市
の

の
濃
厚
接
触
者
２
人
。

つ
く
ば
市
の
５０
代
の

員
で
、
勤
務
中
に

し
た
。
も
う
１
人
は
つ

Ч
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の
３０
代
の

県
内
新
た
に
つ
入

水
戸
市

接
客
店
・施
設
名
公
表

調
不
良
が
あ
る
人
な
ど
を
対
象

一
磯
凩
磯
盪
ナ

に
、
同
市
保
健
所

な
ど

へ
連

絡
す
る
よ
う
呼
び
か
け

て

中
～
下
旬
に
２
度
ほ
ど
会

っ
た

と
い
う
。

ま
た
古
河
市
の
４０
代
の
無
職

男
性
は
、
ク
ラ
ス
タ
ー

（感
染

者
集
団
）
が
発
生
し
た
栃
木
県

小
山
市
の
集
会
に
参
加
し
て
１８

日
に
感
染
が
判
明
し
た
古
河
市

瀑

の
知
人
と

い
う
。
こ
の
ほ
か
、
東
京
都
内

の
消
防
署
に
勤
務
す
る
３０
代
の

消
防
士
＝
つ
く
ば
み
ら
い
市
＝

は
、
同
僚
で
２
人
の
感
染
が
判

明
し
て
い
る
。
千
葉
県
内
に
通

勤
す
る
３０
代
の
会
社
員
男
性
＝

は
感
染
経
路
を
調
査
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． 水
戸
市
は
２８
日
に

さ
れ
た
４０
代

の
勤
務
先
も
公
表
。
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ム
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地
域
住
民

学
校
消
毒
お
手
伝
い

牛
久
の
岡
田
小
「先
生
の
負
担
軽
減
を
」

地
域
力
で
子
ど
も
た
ち
を

コ

ロ
ナ
禍
か
ら
守
ろ
う
―

。
牛

久
市
立
岡
田
小
学
校
で
、
近
所

の
大
人
た
ち
が
、
平
日
の
放
課

後
に
体
育
館
や
特
別
教
室
を
教

る
。ボ

ラ
ン
テ
イ
ア
を
呼
び
か
け

た
の
は
、
同
小
学
校
地
区
の
主

任
児
童
委
員
を
務
め
る
五
十
嵐

ユ
キ
イ
さ
ん

（
６９
）
。

コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響

で
学
校
が
休
校

し
、
再
開
後

の
６
月
中
旬
、
大

竹
敦
子
校
長
ら
か
ら
、
下
校
後

に
先
生
た
ち
が
校
舎
内
の
消
毒

作
業
に
追
わ
れ

て
い
る
こ
と
を

知

っ
た
。

「
地
域

で
お
手
伝

い
で
き
れ

ば
」
。
五
十
嵐
さ
ん
は
こ
う
思

い
立
ち
、
民
生
委
員
や
行
政
区

を
か
け
こ↓／‐

と
_ヽ・

ろ
、
快
諾
し
て
く
れ
た
。

初

め

て
の
活
動

は
６
月
１７

日
。
６０
～
η
代
の
１０
人
で
学
校

を
訪
間
。
担
当
教
員
が
消
毒
し

て
い
る
教
室
を
除
く
体
育
館
や

図
工
室
、
音
楽
室
、
階
段
の
手

す
り
、
昇
降
日
の
ド
ア
ノ
ブ
な

ど
を
手
分
け
し
て
消
毒
し
た
。

住
民
の
輸
は
約
２０
人
に
広
が

り
、
毎
日
１０
人
前
後
が
参
加
。

マ
ス
ク
と
ゴ
ム
手
袋
を
付
け
て

「密
」
に
な
ら
な
い
よ
う
１５
～

２０
分
で
作
業
を
終
え
て
い
る
。

ト
イ
ン
は
教
員
が
毎
日
簡
単
に

消
毒

・
清
掃
し
て
い
る
が
、
毎

週
火
躍
日
は
住
民
ら
が
念
入
り

に
作
業
に
あ
た

っ
て
い
る
。

五
十
嵐
さ
ん
は

「先
生
を
少

し
で
も
楽
に
す
る
こ
と
で
、
子

ど
も
た
ち
と
向
き
合
う
時
間
が

増
え
れ
ば
」
と
願
う
。
大
竹
校

長
は

「学
校
の
た
め
に
役
立
ち

た
い
と
の
熱

い
思

い
を
感
じ

る
。
と
て
も
あ
り
が
た
い
」
。

消
毒
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
は
い
っ

た
ん
３１
日
で
終
え
、
夏
体
み
終

了
後
の
８
月
２４
日
か
ら
再
開
予

定
だ
。
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